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大きな課題に立ち向かう －来年度の学校教育計画－ 

 

 以前保護者の皆さんには、市教委が「キッズデイズ」（10月２～４日休校）を

つくり、その期間に小学校球技大会と中学校新人戦を行うお知らせを配りました。

岡崎市も課題に対する改革を行っているからです。今学校は大変革期の真っ只中

にいます。理由は、以下のような喫緊の大きな課題を背負っているためです。 

① 2020 年度に新学習指導要領完全実施（教科書の中身が変わる）となり、現在

その移行期間で一部内容を前倒しをし、新たな取り組みをしている時期 

② 市教委も課題に対し「キッズデイズ」のように新たな取り組みを始めること 

③ 国の働き方改革により、教職員の働き方改革が強く求められていること 

④ 熱中症問題、虐待問題、いじめ問題等、喫緊の問題の対応 

⑤ 少子化、Society 5.0 など近未来の対応 

上記のことから、来年度から小学校で具体的に改訂をしないといけないことが

以下のことです。 

①   ５・６年生の外国語が教科化され、旧週１時間＋年間15時間（計年間50時間）

⇒新週２時間（年間70時間）となり、現在より年間20時間）増えること 

②  市球技大会開催時期変更、来年度市小中学校陸上大会休止により、年間計画と部

活動の見直しをしなければならないこと 

その対応について、別紙「平成３１年度教育活動について」文書を本日保護者

の皆さんにお配りします。その一部①についてここでもお知らせします。 

① の対応 

旧 【朝の帯の時間】 読書（10分）＋英語活動（10分） 

新 【朝の帯の時間】 読書（15分）・・・全学年 

＋【昼の帯の時間】 外国語活動ＤＶＤ（10分）・・・１～４年 

＋【昼の帯の時間】 国語（10分）・・・５～６年 

  ※５・６年生は、授業内容によって【昼の帯の時間】と５時間目を続けて 55分授業に

することもできるようにしました。授業変更で【昼の帯の時間】を別教科・領域を

学習する場合もあります。 

※５・６年生の外国語は、昼の帯の時間では行わず通常の１～６時間目で実施します。 

  ※読書が５分長くなった分、歯磨きタイムを旧 10分⇒新５分に調整し、下校時刻に

ついては全学年変えません。（特別な事柄がある場合は除きます） 

このほか授業時間を確保するために、６月の授業参観を廃止し「親子教養講座」

を「学校保健委員会」と融合します。この時に行っていた「絵を描く会作品展」

は、１学期懇談会に行います。キッズデイズ（球技大会移行）、熱中症対策等を



考慮し、各学年・各部の取り組み時期も調整を図ります。 

本校も少子化の流れにあり、今のままであれば１学級減ります。つまり、単純

に考えて教職員も一人減り、１人当たりの業務も増えます。こうした本校の実態・

環境とともに、今は進まなければならない国・県・市の改革の視点を持ち合わせ、

一つ一つより良い道を考え、進んでいかなければならないと考えています。 

４月以降も改訂を進めていきます。保護者・地域の皆さんと一緒に考えていか

なければいけないこともあります。形の変わることがあると思いますが、子供の

幸せを実現するための最善策は何かがすべての判断基準です。子供の健康・安全、

教職員の健康・安全が保障されたうえでです。一つ一つ前に進んでいきたいと思

います。本校関係者の皆さんに御理解いただきたいと思います。 

 

最後の頑張り 委員会活動 －樹木ラリー・学級の自慢大会－ 

 

高学年ががんばっています。本校の

よさを、いかにみんなに根付かせるか

考えてくれたものばかりでした。 

 

２月 21 日（木）、環境委員会は、校

内にある樹を朝の集会で詳しく紹介し

た後、昼の休み時間に、ポイントとなる

樹を地図で探す樹木ラリーを行ってくれました。ペアで校内の樹を探して回る姿

が微笑ましかった。 

28 日（木）、代表委員会は、

各学級の自慢を発表しあう集

会を設けてくれました。代表委

員の子たちの発案です。制限時

間が短く、その時間でおもしろ

おかしく伝えてるところがよ

かった。自分の学級のよさを自

覚化し、誇りに思う心の動きを

作ってくれました。 
 

【環境委員会・樹木ラリー 21日（木）】 

教師メモより 
今週は、子供たちが生き生きと活動する姿をたく

さん見た一週間だった。 

その一つが樹木集会であった。Ａさんは、発表す

る内容を暗記して堂々と話し、ＢさんとＣさんは、

提示する資料を工夫して作り、Ｄさんはペアでやる

はずだった子が欠席してしまうというハプニングが

あったが一人できちんと乗り切った。それぞれが自

分の仕事をしっかり遂行している姿がうれしかっ

た。その陰には、委員会の先生方の指導があったと

思うので感謝したい。 

【代表委員会・自慢大会 28日（木）】 


